
 

 

ヴァン・アレン帯の電子が加速される場所の特定に成功 

～ 日米の２機の人工衛星と地上観測による国際協調観測 ～ 

 

九州工業大学の寺本万里子 助教（2019年 3月まで名古屋大学宇宙地球環境研究所特任助教）、名古屋大学

の 三好 由純 教授、金沢大学の 笠原 禎也 教授、宇宙航空研究開発機構（JAXA）の 松岡 彩子 准教授、東尾

奈々 主任研究開発員および日本、米国、ロシアの研究者からなる共同研究グループは、JAXAが開発した「あら

エネルギーを獲得す

る場所の特定に初めて成功しました。地球周辺の宇宙空間においてヴァン・アレン帯の高エネルギー電子は、

人工衛星等の故障などを引き起こす存在として知られています。本研究の成果は、ヴァン・アレン帯の電子の

生成の変化に関する予測精度を向上させ、宇宙空間の安全な利用にも貢献することが期待されています。 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

●これまでの人工衛星１機のみの観測では、ヴァン・アレン帯のエネルギーが高い電子が、広い

宇宙空間のどこで作り出されているか分からなかった。 

●日米の複数の人工衛星と地上観測網による多点観測により、夕方側に局在する地球磁場の乱

れによって、ヴァン・アレン帯のエネルギーが高い電子が作り出されることを初めて発見した。 

●この発見は、ヴァン・アレン帯の電子や変化に関する予測精度の向上につながり、衛星運用の

リスクヘッジが可能になる。 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

本研究では、Van Allen Probes衛星が夕方側、あらせ衛星が朝側にいる場合の解析を行いました。今

後は解析例を増やし、地球磁場の変動に伴ってヴァン・アレン帯電子がエネルギーを獲得する領域が夕

方側にどの程度広がっているのかをさらに詳しく調べていきたいと考えています。また、この研究によ

って得られた結果をヴァン・アレン帯モデルに適応し、ヴァン・アレン帯の生成モデルをより現実的な

ものに近づけたいと考えています。ヴァン・アレン帯予測精度の向上に貢献することは、私たちの生活

に関わっているさまざまな人工衛星が、ヴァン・アレン帯に電子による故障の危機を回避することにつ

ながります。 
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図４：本研究によって地球の磁場の変動によって電子が生まれる領域は夕方側に限られていることが分かった 
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